
第３回

『新・資産運用キホンのキ』

～自分を知って最適な運用を～
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第３回の講座内容

①リスク許容度チェックをしてみよう！

②資産運用の戦略とは！

③資産運用で買うべき金融商品とは！

④３つのNISAを押さえよう!

目標：リスク許容度を知って運用するときの参考にすることができる！
３種類のＮＩＳＡの仕組みが分かる！
自分が運用すべき金融商品分かり、組み合わせを考え始める！



①自分のリスク許容度を知ろう！

●運用、投資でのリスクとは収益（リターン）の（振れ幅）のことです。

●収益（リターン）がマイナスに振れてしまった場合、
どれくらいまでなら受け入れることができるかの度合いのこと。

日本証券業協会

家族構成も
関係しますね



①自分のリスク許容度を知ろう！
リスク許容度をチェック！

●モーニングスター [投資スタイル診断]

●WealthNavi 無料診断

●フィデリティ リスク許容度診断

あなたのリスク許容度は？

https://apl.morningstar.co.jp/webasp/LifePlanSimulation/Recommend.aspx?status=1
https://invest.wealthnavi.com/introduction/simulation/
https://www.fidelity.jp/fund-guide/portfolio-creation-tool/planning/


①自分のリスク許容度を知ろう！リスク許容度に合った運用が大事！

●リスク許容度に合っていないとこうなる

・毎日の値動きが気になって仕事が手につかなくなる。

・マイナスや下落で夜も寝られなくなる。

・ちょっとの値下がりですぐに売ってしまう。

●そんな時には見直し！！

・資産運用に回す金額が多すぎないか！

・金融商品が適切か！

・資産運用の合言葉を忘れていないか！

運用を長く継続
するためには、
まずは心の安定
が大事です♡



●（ ）

②資産運用の戦略とは？

コア＆サテライト戦略

コア

サテ
ライト

サテラ
イト
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・サテライト部
分から入って
しまう人が多
い！！

・コアから作っ
ていこう！



Q.合言葉をチェック！！

・余裕資金

・長期運用

・分散投資

・積み立て

・複利運用

ここで復習！ 資産運用の合言葉



リスクが比較的押さえられる金融商品

（ ）で、

（ ）られて、

（ ）できて、( ）

で運用できるもの

↓ と言ったら

投資信託！！

長期＆複利分散

積み立て

余裕資金 iDeco
NISA
特定口座

③資産運用で買うべき金融商品とは？
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投資信託
（インデックスファンド）

株、FX、投資信託
（アクティブファンド）など

・コアが大事！
この講座では
コアを作ります

・サテライトは
遊びの部分
コアの0～20％
以内で運用。
（しなくてもいい）

・コアだけだと
つまらない…
そんな方向け！

③資産運用で買うべき金融商品とは？

株

コアとサテライトをチェック！



組み合わせ方はいろいろ！
（国・業種・資産など）
プロがいい感じに分散！
パッケージにしてくれます

★自分の「資産を投じ信じて託す」のが、投資信託です。

投資信託ってなに？ ③資産運用で買うべき金融商品とは？



※取り扱っている
投資信託の
・数
・種類
・手数料 が違います！

一番のおすすめは

運用益に税金か
かからないよ＾＾

iDeCo or NISA

ネット証券会社の

投資信託をお得に買うには？

Q： 投資信託はどこでかえる？

A: （ ）銀行 郵便局 証券会社 ネット証券 など

③資産運用で買うべき金融商品とは？



運用益に税金がかからないとは？
一般口座、特定口座の場合 iDeCo/NISA口座の場合

③資産運用で買うべき金融商品とは？



まずは、コアはこれにきまり(^^)/

答え: NISA か iDeCo で
投資信託を買う！！

または､

NISA と iDeCo で
投資信託を買う！！

※小規模企業共済、
国民年基金を
コアにしてもOK！
組み合わせてもOK！！

まだ運用
できそうなら、
特定口座で！！

③資産運用で買うべき金融商品とは？



NISA（ニーサ）/少額投資非課税制度
Nippon Individual Savings Account

• 国が作った制度で3種類ある（一般NISA, 積立NISA, ジュニアNISA）

• 日本に住んでいる人なら誰でも始められる

• 投資の利益に税金がかからない

• 一般NISAと積立NISAはいつでも引き出せる

ジュニアNISAは2024年以降なら引き出せる

• 年金作りとしても、他の資金作りとしても使える

• 投資信託、株、ETFが買える

３つのNISAを押さえよう！



株、投資信託、ETFとは？
３つのNISAを押さえよう！

●株
・会社独自の株
・株を買う＝出資する＝会社の株主になる
・日本株、外国株がある。

●投資信託
・株をファンドマネージャが複数寄せ集めて１つのパッケージにしたもの
・個人では買いにくい株にも投資できる
・少額でも買える

●ETF
・証券取引所に上場されている投資信託のようなもの
・1株ずつ買う。購入単価は高いものがある。ドルコストは効かない
・手数料は投資信託より低い
・分配金が年3回～4回ある
毎月分配金がもらえるようにかうこともできる。（利回り2.5～4.5％）

ソニー、ANA、
APPLE など。

ニッセイ日経
225インデック
スファンドなど

VT, VTI,
QQQ, SPXL,

VOOなど





NISAとiDeCoの違い



一般NISA（現行）

・2024年からは
新NISAになる。

・スポット買い、
積立てもOK

・途中で、積み
立てNISAに変
更できる。
（※5年のロール

オーバーはなく
なる）



積立NISA（ニーサ）

・積立設定
をして後は
放置でOK

・20年運用し

たら売却か、
課税口座で
さらに運用

・一般NISAを
始めてもOK



新NISA（ニーサ） ・現行のNISAが分かれば、新NISAも簡単です

Check!!



ジュニアNISA

・2024年に制度が
廃止

・廃止後はいつでも
払出しOK.
ただし全額払い出しで、口座
も解約になる。

・20歳まで非課税で

運用し続けることも
可能

・20歳以降は
一般NISAへ

・特定口座に入れて、
積立NISA



積立NISAの運用シュミレーションをしよう

●36歳、月33333円（年40万）を20年間、７％で運用。

①掛け金 （月 33,333 円） (年 400,000 円）

②積立総額 （ 8,000,000 円）
運用利益 （ 8,918,000 円）
合計金額 （ 16,918,000 円）

③積み立て時の節税額はなし

④運用時の節税額 （ 1,811,691 円） ←運用利益×20.315％

ほしい時に引き出せるのがいいね。
（全部でも、一部でもOK）

iDeCoにも同じ商品もあります！

※みらい電卓



積立NISAの運用シュミレーション （満額で積み立てた場合）

※年額40万円×20年＝800万

800万

1691万

複利の効果で、後半グッと
伸びてきますね＾＾

※みらい電卓



一般NISAの運用シュミレーションをしよう

●月10万円（年120万）を5年間、その後ロールオーバーで5年間運用する。
7％で運用。

①掛け金 （月 １０００００円） (年 １２０００００ 円）

②積立総額 （ 6000000 円）
最初の5年間で（ 1120000 円）、 利益（ 7120,000 円）
ロールオーバーした5年間の金額 （ 9,986,000 円）

③積み立て時の節税額はなし

④運用時の節税額 （ 809,755 円）
↑運用利益×20.315％

・まとまったお金があるとき
は、一般NISAがおすす
め！

・10年後に、積み立てNISA
を始めるのもありです！！

非課税枠を最大限につか
いましょう。

・増えたお金は、特定口座
で、税金を払うことになって
も引き続き運用しましょう。

その後、特定口座（源泉徴収あり）で10年間運用すると、
19,644,000円 （ ＋9,658,000 円） （←税約196万）

※みらい電卓



ジュニアNISA シミュレーション

●現在6歳。年間80万、月66,666円を2年間7％で運用。
→ 8歳から19歳は、そのまま20歳までほったらかし運用する。
→ 20歳から60歳まで、特定口座で運用を続ける。

①掛け金 （月 66,666円 ） (年 800,000 円）

②積立総額 （ 1,600,000 円）

③２年間の運用益 （ 1,708,000 円 ）

④8歳～20歳まで、そのまま非課税で運用すると、（ 3,847,000 円）

⑤その後、特定口座で40年ほったらかしで運用すると、（ 57,625,515 円）

・元本の160万円が
約5760万円に！！

・20歳以降は、NISA
や積立NISAを始めて
もOK.

・お子さんの口座で
すが、自分の資産を
増やす枠として私は
使っています。

※みらい電卓、複利計算



児童手当ここだけの話♡

●児童手当だけで、高校生になるまでに
1人 （約 200 万） もらえます。

意外と知らない人が多い！
児童手当をジュニアNISAに
回すのもありです(^^)



今日のまとめ

・資産運用は、(NISA)と(iDeCo)の非課税枠を使うのが賢い！

・年金作り、住宅・教育資金などのまとまった資金のために
(コア)にできる金融商品で長期運用する。

・コアにできる金融商品は（投資信託）がいい！
買ってもいいものを選んで買います。（←いよいよ次回！）

・NISAは（流動性）が高い。iDeCoは資金が拘束される。

・自分の（リスク許容度）に合った資産運用が大事！

資金の流動性は
大きな決め手に
なりますね。
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第３回の講座内容

目標：リスク許容度を知って運用するときの参考にすることができる！
３種類のＮＩＳＡの仕組みが分かる！
自分が運用すべき金融商品分かり、組み合わせを考え始める！

・年金作りには、 国民年金基金
付加年金
小規模企業共済
iDeCo
NISA

・他の資金作りには、 NISA（家族のNISA枠をフル活用）
特定口座（源泉徴収ありがおすすめ）

資金の拘束、
自分の性格、

資産状況などで、

どの仕組みを使う
か、どう組み合わ
せるかを考えてみ

ましょう。



次回の予告

●買ってもいい投資信託と
買ってはいけない投資信託

●良い投資信託の見分け方（重要）

●自分に合った資産運用術を決めよう！

●投資信託の買い付け方

４回目はかなり実践的な
内容になります！
しっかりついて
きてくださいね♡



Thank you 
受講された皆さんが

投資に一歩踏み出せますように！♡


